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令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
会
期

29
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

16
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
長
提
出
議
案
19

件
、
諮
問
１
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
陳
情
２
件
の
う
ち
、
１
件
は

不
採
択
、
１
件
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

主 な 内 容

令
和
２
年 

第
３
回
定
例
会

◆一般質問（要旨）……２〜４面
◆令和元年度決算審査  ……５面
◆可決等された案件  ………６面
◆議案の審議結果  …………７面
◆委員会の審査  ………７〜８面
◆特別委員会活動  …………８面

▼
9
月

1
日　
第
３
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

2
日　
第
３
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

3
日　
第
３
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

８
日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

1
日
目

９
日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

2
日
目

10
日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

3
日
目

15
日　
建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
市
民
厚
生
委
員
会

16
日　

 

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

　
　
　
総
務
文
教
委
員
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

 

議
会
改
革
に
関
す
る
協

議
会

29
日　
第
３
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

◆
会
議
の 

　
　
開
催
状
況
と

　
　
　
　
審
議
日
程
◆
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市議会だよりふっさ 福生市制施行50周年
記念ロゴマーク

令和元年度各会計決算を認定
「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書」を提出

令和２年第３回定例会
９月１日〜29日

▲市制施行50周年記念のポロシャツを着用して市役所丘の広場にて

会
期
29
日
間

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
、
我
が
国

は
、
戦
後
最
大
の
経
済
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
地
域
経
済
に
も
大

き
な
影
響
が
及
び
、
令
和
２
年
度
は
も
と
よ
り
令
和
３
年
度
に
お
い

て
も
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税
な
ど
一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が
た

く
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
の
各
自
治
体
で
は
、
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
地
域
の
防

災
・
減
災
、
雇
用
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ
の
対
応
を
は
じ

め
、 

長
期
化
す
る
感
染
症
対
策
に
迫
ら
れ
、
巨
額
の
財
政
不
足
を
生

じ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

こ
う
し
た
こ
と
は
福
生
市
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地

方
税
制
改
正
に
向
け
、
次
の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

【
要
望
事
項
】

１　

地
方
自
治
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地

方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
行
額
の

縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
償
還
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財

源
調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切
に
発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。

３　

令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に
減
収
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
た
減
収
補
塡
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
減
収
補
塡
債
の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ
い
て
も
、
地
方

消
費
税
を
含
め
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４　

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系

の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
な
整
理
、
合
理
化
を
図
り
、
新
設
・
拡
充
・
継

続
に
当
た
っ
て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

５　
と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹

税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
に
影
響
す
る
見
直
し
は
、
土
地・家
屋・

償
却
資
産
を
問
わ
ず
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
先
の
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
講
じ
た
特
例
措
置
は
、
臨
時
・
異
例
の
措
置
と
し
て
、

や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ

り
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
よ
っ
て
、
今
回
限
り
の
措
置
と
し
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確

実
に
終
了
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
経
済
再
生
担
当
大
臣
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
担
当
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

市制施行50周
年

次の50年に向け
更なる飛躍を！
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コロナ禍における町会・自治会の役割について

懸念されている学習の遅れと子どもたちへの影響について

レジ袋の有料化に伴う対応について

コロナ禍における風水害時の避難対策について

ＰＣＲ検査等について

正和会
杉山 行男 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
小澤 芳輝 議員

正和会
石川 義郎 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

▲新しい生活様式の中での町会役員会の様子

▲感染症対策に配慮した小学校の健康診断の様子

▲バイオマスプラスチック配合の「海ごみゼロ2020」オリジナルごみ袋

▲避難所開設訓練での段ボールベッド組立ての様子

　質問　災害に対しては自助・共
助・公助が十分機能しなければなら
ないが、新型コロナウイルスの感染
リスクに伴い、とりわけ重要な公助
が機能しにくい状況下で、地域コミ
ュニティを支える町会・自治会への
支援が必要と考える。その存在、活
動、評価、支援について所見を伺う。

　質問　小・中学校の長期休業によ
る児童・生徒の学習の遅れ、食事や
生活習慣の乱れが懸念されているが、
休業中の補習や宿題の取り組みが学
校再開後にどう生かされているか、
授業内容変更等に伴う子どもたちの
負担、さらに体力や心の状態をいか
に把握してケアするのかを伺う。

　質問　７月１日よりレジ袋の有料
化が開始されているが、市内事業者
に対し、環境に優しいバイオマス配
合レジ袋の推奨等、どのような対応
を行っているかを伺う。
　市長　法令に基づきバイオマス
25％以上配合のレジ袋等は有料化
の対象外となっているが、コストア

　質問　新型コロナウイルス感染症
も予断を許さない状況が続く中で台
風の季節が到来するが、本市ではど
こまで具体的な台風対策、風水害対
策が進んでいるのかを伺う。
　市長　本市では新型コロナウイル
ス感染症を念頭に置いた風水害時の
避難対策に万全を期すべく努めてい

　質問　５月以降、ＰＣＲ検査セン
ターが開設されているが、現在の利
用状況と市民の検査等の見通しは。
　市長　ＰＣＲ検査については、か
かりつけ医をまず受診し、そこで必
要があると判断された患者は全てＰ
ＣＲ検査センターで検査を受けるこ
とができる。７月中旬からは予約が

　市長　町会・自治会は、地域にお
けるコミュニティ形成の基礎として、
その活動が重要な役割を担っている
と考えており、町会・自治会活動の
停滞は、住民同士のコミュニケーシ
ョンの減少だけでなく、支援を必要
とする方の孤立や共助の機能の低下
が懸念される。町会・自治会には、

　教育長　本市では改訂版「福生市
立学校版　新型コロナウイルス感染
症予防ガイドライン」を策定し、児
童・生徒の安全確保に最善を尽くし
ている。休業中の学習は、補習や宿
題の取り組み結果から把握し、授業
内容に生かすよう指導している。ま
た、各学校では新しい生活様式を踏

ップにつながるため、事業者が取り
組みづらいこともあり、本市ではプ
ラスチック削減という本来の制度制
定の目的に鑑み、マイバッグの利用
を促進していきたい。
　質問　本市の指定収集袋やボラン
ティア袋等の素材にバイオマスプラ
スチック配合は検討しているか。

る。昨年の台風第19号による避難者
数約1600人を想定し、各避難所等の
段ボールベッド、簡易間仕切り、衛
生用品等の確保を進めている。浸水
想定区域外の指定避難所を12か所開
設。全員収容が可能となるが、さら
に避難スペースの拡大確保に努める。
本年７月には福生市社会福祉協議会

ほぼ埋まっている状況で、今後さら
に需要が増す可能性もあるため、１
日の受入れ人数を増やして対応して
いる。
養育費の受け取り支援事業について
　質問　ひとり親家庭で離婚相手か
ら養育費の支払いが滞った場合に、
その立て替えや回収代行の費用補助

例年の方法にとらわれず、コロナ禍
でも住民同士の交流が図れる方法を
探っていただきたい。市としても新
しい生活様式の中で各町会・自治会
長の皆様や町会長協議会と連携し情
報共有を図りつつ、地域コミュニテ
ィ活性化のための支援を引き続き行
ってまいりたい。

まえ、改訂版「令和２年度教育課程
編成の基本的な考え方」に基づき、
児童・生徒に過度な負担とならない
よう教育課程を改編している。学校
では３密回避、マスク着用、手洗い
の徹底を継続し、体力と心の状態を
把握する各種調査やアンケートを実
施して改善指導を行っている。

　生活環境部長　本市では今年度に
バイオマスプラスチックを配合した
ボランティア袋を作成する。また、
環境省等の海ごみゼロプロジェクト
にエントリーし、バイオマスプラス
チックを50％配合したごみ袋を市民
にもご利用いただき、プラスチック
削減への啓発も実施している。

と災害時における避難行動要支援者
の搬送等の協力に関する協定を新た
に締結。職員には避難所での効率性
や感染症対策を含めた対応を進める
ため、風水害時初動活動マニュアル
を策定し、訓練を実施。ペット連れ
の避難者には福生地域体育館の一部
を開放できるよう調整を進めている。

など、各種支援を行う自治体が出て
きている。本市でも支援を望む声も
あるが、所見を伺う。
　市長　本市での養育費不払いの実
態は確認していないが、受け取り支
援事業については今後全国で導入が
進むと見込まれるので、国・都や各
自治体の動向を注視したい。

　今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しています。
　会議録は11月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。また、福生市ホームページにも掲載しますので、
ぜひご覧ください。
　なお、一般質問通告一覧は、福生市ホームページに掲載しています。
　※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」 福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）
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第３期福生市バリアフリー推進計画の取組状況について

感染症対策に資する口腔ケアについて

住民の早期避難を促す取組について

公共施設の総量抑制について

保育所等の新型コロナウイルス感染症対策について

正和会
小林 貢 議員

公明党
青木 健 議員

公明党
五十嵐 みさ 議員

正和会
佐藤 弘治 議員

正和会
武藤 政義 議員

▲バリアフリー化した市営競技場のトイレ

▲介護予防教材のDVD「福生市はつらつ健康プログラム」

▲安全安心まちづくりだより「あんまち！！」

▲福生市公共施設等総合管理計画

▲にじのはらっぱ学級生の市民文化祭への出展作品

　質問　第３期の計画について伺う。
　市長　第３期福生市バリアフリー
推進計画の「市民が互いを尊重し、
ルールやマナーを守りながら自由に
行動し、かつ活動できるまち」を基
本理念とし、その下に基本目標とし
て「施設」「心」「情報」「施策面
等」の四つのバリアフリーを挙げ、

　質問　感染症に罹患した際に重症
化しやすいとされる高齢者の感染症
対策として、口腔環境機能維持に資
する取組の推進について所見を伺う。
　市長　口腔環境を整えることや適
切な口腔ケアを受けることは健康寿
命にも大きく関わり、効果的な感染
予防及び重症化予防に資するので、

　質問　災害時の早期避難の重要性
が市民にまだ認識されていないと思
われる。東京マイ・タイムラインの
周知が重要だと思うが、本市の所見
を伺う。
　市長　東京マイ・タイムラインを
活用した避難行動計画を作成するた
めの出前講座を準備していたが、コ

　質問　個別施設計画策定の中の総
量抑制の目標値について、どのよう
に計画としてまとめられ、実行され
ていくのか、所見を伺う。
　市長　当面は福生市公共施設等総
合管理計画の目標を堅持していくが、
再配置の具体的な検討は計画策定後
になる。国の要請もあり、総合管理

　質問　万が一、保育所等において
新型コロナウイルス感染症が発生し
た場合、本市ではどのように対応す
るのか。
　市長　状況によって臨時休園等の
判断を迫られる場合がある。影響も
大きくなるので、保育施設、都の関
係部局、保健所等と協議の上、休園

さらに八つの分野別推進計画として、
道路、駅、市の建築物、都市公園、
学校教育、生涯学習、市民参加、組
織の対応を掲げ、それぞれにおいて
施策の方向と主要施策を示している。
第４期における計画策定の方向性と
現在の進捗状況について
　質問　第３期は今年度までだが、

様々な方法により普及啓発したい。
　福祉保健部長　介護予防教材のＤ
ＶＤ「福生市はつらつ健康プログラ
ム」等を活用し、介護予防教室等に
おいて口腔ケアの啓発を図る。
小・中学校の給食後歯磨きについて
　質問　感染症予防の観点から、本
市の小・中学校でも給食後の歯磨き

ロナ禍により実施に至っていない。
ホームページや「あんまち！！」等を
通じて啓発を図っていきたい。
医療機関等との連携について
　質問　災害時は医療機関への傷病
人等の搬送が増えることが想定され
る。本市と医療機関等との連携状況
について伺う。

計画の目標値については計画ととも
に随時見直しを図っていく。
公共施設に必要な新たな機能の検討
について
　質問　今後、公共施設が必要とす
る新たな機能について、個別施設計
画で検討するべきと考えるが所見は。
　市長　学校施設の更新時に、学校

の範囲及び期間等について、慎重か
つ早急に判断することとしている。
青年学級にじのはらっぱについて
　質問　長きにわたり行われている
この障害者施策について、事業の魅
力を含め概要を伺う。
　教育長　青年学級にじのはらっぱ
は、障害者のご家族のご要望、当時

第４期は検討しているか。また、そ
の方向性や進捗状況は。
　市長　庁内で検討の上、福生市地
域福祉推進委員会からもご意見をい
ただいた上で素案をまとめ、令和３
年１月には市民意見募集を行い、福
生市総合計画第５期の主要計画とし
て年度内策定を目指している。

を実施することについて所見を伺う。
　教育長　口腔環境を整えることで
新型コロナウイルス感染予防の効果
があることは周知の必要があるが、
日本学校歯科医会は校内での歯磨き
は３密になりやすく、飛沫が飛びや
すい等の課題があると指摘しており、
給食後の歯磨きを奨励の予定はない。

　市長　本市では福生市地域防災計
画に基づき、医師会、歯科医師会、
薬剤師会等と連携し、災害状況に応
じた医療活動を実施する。９月13日
には災害時医療救護所開設訓練を予
定。また、新型コロナウイルス等の
感染症も視野に入れ、昨年の台風第
19号の経験も踏まえ対策を行う。

を核に複合化を図り、図書館等既存
施設のほか高齢化社会へ対応した機
能を持たせる。また、防災拠点とし
ての機能のほか、公共サービスの形
を変え、市民の利便性を高める効果
が期待できるＩＣＴ（情報通信技術）
の導入や活用の可能性も検討してい
く。

の社会的要請に応じ、障害者の社会
性・人間性を育み、自分らしさが表
現できる居場所の確保を目的に昭和
60年６月に開設された。ボランティ
アの方々のご協力の下、展示作品作
り、音楽活動など、地域に根ざした
活動を通じ、学級生の生き生きとし
た表情を垣間見ることができる。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への支援について 正和会
幡垣 正生 議員

▲「福生市事業者向けよろず支援相談」リーフレット

　質問　本市が独自で実施している
事業者支援策の成果及び現状を伺う。
　市長　新型コロナウイルス感染症
の影響を受けた事業者に対し、主に
三つの支援策を実施している。①融
資制度における各種資金の据置期間
延長及び運転資金の限度額増額を実
施、８月末現在で10件の申請があっ

た。②市内事業者向けに事業活動全
般に係る相談専用ダイヤルを開設、
面談によるサポートも含め579件の
利用があった。③事業継続応援金と
して10万円の給付を行い、８月末現
在で1,159件の申請があった。
中学校の部活動における新型コロナ
ウイルス感染症対策と現状について

　質問　現在の部活動の状況と顧問
及び外部指導員の対応、さらに部活
動におけるコロナ対策について伺う。
　教育長　本市ガイドラインに従い、
顧問や部活動指導員が部活動の特性
に応じて、生徒の体調確認や３密を
避けるなど感染予防の指導を徹底し、
段階的に部活動を実施している。
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「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」によ
り、市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣ
Ｄにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届
けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がい
らっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対
象者は日常生活用具として給付を受けられま
す。（利用者一割負担）

議会事務局☎042-551-1523

ご利用ください
福生市議会インターネット中継
議員の一般質問や市長の答弁の様子が見ら
れ、より身近に議会を感じていただけます。
ぜひご利用ください。
◆配信内容
　 本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法
　 福生市公式ホームページ→ 
「福生市議会」よりアクセス

福生市議会
イ ン タ ー
ネット中継

次回定例会のお知らせ
令和２年第４回定例会は、12月１日㈫から12月18日㈮までを
予定しています。

◎ 多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。放映チャ
ンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイドでお知らせしま
すので、ぜひご覧ください。

◎ 議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送るヒア
リングループを導入しています。

◆常任委員会（予定）

午前10時開会
12月８日㈫〜10日㈭

◆本会議（予定）
午前10時開会
12月１日㈫〜４日㈮及び18日㈮

気候危機と電力調達について

公用車のドライブレコーダーについて

福生市個別施設計画の小学校削減根拠について

避難所における新型コロナウイルス感染症対策について

横田基地が特殊作戦部隊の訓練基地になっていることについて

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

公明党
原田 剛 議員

日本共産党
池田 公三 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

▲庁舎内の紙カップ式自動販売機

▲分散登校中の給食風景

▲感染症対策に配慮した避難所開設訓練の様子

▲横田基地での訓練の様子（YOKOTAJOHOのブログその２より）

　質問　気候危機が叫ばれる昨今、
ＣＯ２ゼロを目指した再生可能エネ
ルギーへの転換が急務だが、自治体
の電力調達の考え方について伺う。
　市長　環境に配慮した電力調達を
行うため、環境配慮方針の基準を満
たした事業者を対象に入札を行い、
電気需給契約を締結している。

　質問　公用車におけるドライブレ
コーダーの設置に対する考えを伺う。
　市長　ドライブレコーダーは事故
原因の究明や責任の明確化などに有
効で、職員の安全意識、運転マナー
の向上にもつながる。市長車及び使
用頻度が高い集中管理の車両から設
置をするべく、費用を今回一般会計

　質問　小学校を今の７校から４校
に削減する計画だが、これは、１・
２年生は35人学級、３〜６年生は40
人学級という遅れた現状が40年後ま
で続くという前提に立っている。し
かも、今後、新型コロナウイルス感
染症に対応するには、３密を避ける
ため、１クラス20人以下にすること

　質問　市のホームページでは、避
難所における新型コロナウイルス感
染症対策について、最初に「親戚や
友人の家などへの避難の検討」とあ
り、自宅での安全確保が可能な場合、
感染リスクを負ってまで避難所に行
く必要はないとされているが、市は
避難所感染症対策をしっかり行って

　質問　米軍横田基地のホームペー
ジにグリフォンジェットという特殊
部隊の演習が行われたという記事が
出ていたが、市の見解は。
　市長　横田基地における訓練・演
習は、基地の外に影響を及ぼさない
よう十分に配慮して実施されるべき
であると考える。

プラスチック削減について
　質問　海洋プラスチック汚染が問
題となる中、本市では容器包装プラ
スチック等の回収量は増えているか。
　市長　今年４〜７月の４か月では、
ペットボトルは11.９％、容器包装
プラスチックは６.８％が昨年度か
ら増加している。

補正予算に計上させていただいた。
教員の教える力と指導力について
　質問　ＩＣＴ（情報通信技術）を
活用して深い学びを進めるには、教
員の教える力、指導力をさらにレベ
ルアップしないといけないと思われ
るが、見解を伺う。
　教育長　予測不可能な時代に対応

が不可欠であることを文科省も認め
ている。20人学級で計算すると、７
校以上を確保しなければならない。
計画の見直しが必要ではないか。
　市長　将来人口推計と現行の学級
編制基準を基に、１校を12から18学
級として４校程度で充足する可能性
と、そこを核に公共施設を複合化す

いるので安心して避難してください
と市民に呼びかけてはどうか。
　市長　新型コロナウイルス感染症
流行下における避難所の対応として、
市が指定する避難所においても、通
常より広い避難スペースの確保や、
体調不良を訴える方の専用スペース
の確保など、新たな対応を取ること

７月７日のフィン（足ひれ）落下事故
等、米軍の連続する事故について
　質問　市は７月13日に抗議文書を
出しているが、市の見解を伺う。ま
た、７月27日の臨時議会の「横田基
地の基地機能強化に関する決議」に
ついて、市の受け止めを伺う。
　市長　今回の決議は、市の基地対

　質問　プラスチックの削減にはペ
ットボトルの使用を減らすことも重
要だが、本市の取り組みを伺う。
　総務部長　今年４月に庁舎内の自
動販売機の１台を紙カップ式に交換
した。自動販売機更新の際には、施
設の利用状況を考慮しつつ、ペット
ボトルの削減に取り組んでいきたい。

するには、自分で問題を発見し解決
できる能力や、自分のアイデアを形
に変える能力の育成が求められる。
また、情報活用能力を何度も活用さ
せて使いこなせるようにすることで、
各教科等における主体的・対話的で
深い学びにつながっていく。今後、
さらなる研修の充実を図りたい。

ることをイメージとした。現時点で
は見直しは考えていない。
　教育長　東京都においても様々検
討している。我々も少人数化に対し
工夫、改善等、努力して応えている。
学級及び学校規模に対し市独自の基
準を設けたり、計画に盛り込んでい
くことは今の時点では考えていない。

としており、避難所１カ所当たりの
受入可能な避難者の収容人数も、こ
れまでより少なくなることが想定さ
れる。今でき得る感染症対策を進め
ているが、市民にも、親戚や知り合
いの家、ホテルなどの民間施設、車
中避難など指定避難所以外への避難
についても検討いただきたい。

策の基本的姿勢や懸念に対して全面
的に後押ししていただいたものと受
け止めている。
　企画財政部長　基地周辺住民の安
全は基地運用の大前提であり、事故
発生の当事市として看過できない。
都と基地周辺市町協議会による要請
とは別に、市単独でも強く抗議した。

▲令和元年度一般会計決算を起立多数で認定
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令
和
元
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用
し

た
一
般
会
計
決
算
を
３
日
間
集
中
審
査

　
一
般
会
計
決
算
は
、
17
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
決
算
は
市
民
厚
生
委
員
会
、
公
営
企
業
会

計
方
式
と
な
っ
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事
業
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計
決
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建
設
環
境
委
員
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で
審
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲令和元年度一般会計決算を起立多数で認定

見
や
す
い
計
画
と
な
る
よ
う

努
め
た
。
策
定
に
３
年
か
か

り
、
協
議
や
ヒ
ア
リ
ン
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が

必
要
な
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非
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に
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か

っ
た
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ア
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ロ
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善
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デ
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官
民
連
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で
設
置
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で
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新
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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症
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番
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改
善
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新
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ロ
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染
症
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決
算
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影
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。

答　
令
和
２
年
２
月
頃
か
ら

感
染
症
の
影
響
と
み
ら
れ
る

納
税
相
談
が
増
加
し
、
納
付

額
の
減
少
傾
向
が
始
ま
っ
た
。

収
納
率
も
前
年
度
か
ら
微
減

し
た
が
、
収
入
済
額
は
課
税

額
の
増
や
早
期
の
徴
収
活
動

に
よ
り
前
年
度
比
１
億
７
０

９
万
円
の
増
。
歳
出
で
は
衛

生
対
策
や
補
助
金
等
に
１
８

１
１
万
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を
計
上
し
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が
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う
ち
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２
５
８
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庫
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出
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総

じ
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。
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補
助
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２
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万
６
千
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答　
７
商
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等
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事
業
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実
施
さ
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文
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史
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環
境
対
策
等
に
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イ

ベ
ン
ト
事
業
は
10
事
業
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施

設
整
備
販
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促
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街
活
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問　
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
利
用
の
傾
向

や
課
題
等
を
伺
う
。
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レ
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取
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取
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す
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。
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。
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ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ふ
れ
あ
い
広
場
だ
よ
り

な
ど
で
周
知
し
、
16
日
間
の

利
用
停
止
期
間
中
は
、
各
児

童
館
の
子
育
て
広
場
の
利
用

を
ご
案
内
し
た
。
工
事
後
は
、

明
る
い
色
の
床
材
で
広
場
全

体
が
明
る
く
な
っ
た
。
ま
た
、

滑
り
に
く
く
、
転
倒
し
て
も

け
が
を
し
に
く
い
衝
撃
吸
収

性
の
高
い
床
と
な
り
、
よ
り

安
全
に
安
心
し
て
遊
ば
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
声
を
伺
う
と
と
も
に
、

長
時
間
の
利
用
が
増
え
た
印

象
を
持
っ
て
い
る
。

問　
官
民
連
携
事
業
の
補
助

金
が
使
え
ず
、
一
般
財
源
で

補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、

決
算
で
は
市
町
村
総
合
交
付

金
を
活
用
し
た
経
緯
を
伺
う
。

答　
国
土
交
通
省
の
官
民
連

携
事
業
の
補
助
金
を
申
請
し

た
が
、
不
採
択
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
福
生
駅
西
口
地
区

の
整
備
を
進
め
る
公
共
施
設

は
、
官
民
連
携
で
先
進
性
を

持
っ
た
複
合
施
設
を
目
指
す

こ
と
が
東
京
都
市
町
村
総
合

交
付
金
の
地
域
特
選
事
業
の

趣
旨
に
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、

申
請
を
行
い
交
付
金
の
活
用

に
至
っ
た
。

問　
事
業
の
詳
細
を
伺
う
。

答　
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
に
向
け
、
自
然
環
境
や
地

域
・
地
球
規
模
等
の
諸
課
題

を
自
ら
の
課
題
と
し
て
解
決

す
る
能
力
や
態
度
の
育
成
を

目
的
と
し
、
都
教
育
委
員
会

か
ら
福
生
第
五
小
学
校
が
指

定
さ
れ
、
２
年
間
の
実
践
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
必
要
な

力
は
、
批
判
的
に
考
え
る
力
、

未
来
像
を
予
測
し
計
画
を
立

て
る
力
、
多
面
的
・
総
合
的

に
考
え
る
力
等
で
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
課
題
を
把
握
し

問
題
解
決
的
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な

ど
の
常
時
啓
発
の
ほ
か
、
各

選
挙
執
行
時
に
は
、
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
、
福
生
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
の
協
力
に

よ
る
の
ぼ
り
旗
の
掲
出
や
駅

頭
で
の
投
票
の
呼
び
か
け
、

防
災
無
線
放
送
や
情
報
メ
ー

ル
の
活
用
、
選
挙
の
お
知
ら

せ
等
の
印
刷
物
の
全
戸
配
布

な
ど
を
行
い
、
投
票
日
や
候

補
者
の
政
策
等
の
周
知
に
努

め
た
。

問　
福
生
市
総
合
計
画
（
第

５
期
）
策
定
の
コ
ン
セ
プ
ト

や
苦
心
し
た
点
な
ど
を
伺
う
。

答　
福
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
市
民
と
職
員
に
向
け
、

市
民
目
線
を
大
切
に
し
、
利

用
し
や
す
い
総
合
計
画
と
な

る
よ
う
努
め
た
。
福
生
市
の

個
性
、
計
画
の
推
進
に
よ
る

未
来
な
ど
、
代
表
的
な
情
報

を
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

で
表
し
、
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
、

投
票
率
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
は

総
合
計
画
策
定
事
務

に
つ
い
て

商
店
街
チ
ャ
レ
ン
ジ

戦
略
支
援
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は

子
ど
も
応
援
館
ふ
れ
あ
い

広
場
の
床
張
り
替
え
工
事

に
つ
い
て

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
向
け
た
教
育
推
進
校

事
業
に
つ
い
て

福
生
駅
西
口
地
区
公
共
施
設

整
備
調
査
検
討
事
業
へ
の

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線（
移
動
系
）

施
設
改
良
工
事
の
内
容

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
決
算
へ
の

影
響
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
電
話
多
言
語
通
訳

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

総
合
窓
口
の

番
号
発
券
機
に
つ
い
て

令和元年度　一般会計決算の款別内訳 （ ）内 の 数 字 は 合 計 に 占 め る 割 合

令和元年度 平成 30年度歳　入 歳　出

諸収入
分担金及び負担金
地方特例交付金
地方譲与税
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
財産収入
利子割交付金
環境性能割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

農林水産業費
災害復旧費

歳入合計　253 億 5,906 万 1,547 円 歳出合計　246 億 7,891 万 8,216 円

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　入　金

地方消費税交付金

市　　　債

繰　越　金

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

消　防　費

公　債　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

80億8,447万5,285円（31.9％）

47億9,799万4,323円（18.9％）

39億2,541万3,333円（15.5％）

24億5,271万7,000円（9.7％）

17億1,140万9,000円（6.7％）

6億6,750万円（2.6％）

11億8,237万5,433円（4.7％）

9億6,545万5,000円（3.8％）

3億8,372万4,380円（1.5％）

7億4,104万108円（2.9％）

4億4,695万7,685円（1.8％）

122億3,621万6,717円（49.6％）

36億1,167万9,774円（14.6％）

22億6,698万9,294円（9.2％）

17億1,492万7,593円（7.0％）

9億4,309万9,863円（3.8％）

7億5,839万2,279円（3.1％）

20億7,149万2,286円（8.4％）

2億5,187万5,065円（1.0％）

2億7,630万2,522円（1.1％）

4億8,553万2,413円（2.0％）

6,241万410円（0.2％）

〜〜〜〜

令和元年度　会計別決算額
会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計 25,359,061,547円 24,678,918,216円 680,143,331円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,798,428,358円 6,547,801,688円 250,626,670円

介 護 保 険 特 別 会 計 4,380,902,704円 4,179,723,343円 201,179,361円

後期高齢者医療特別会計 1,248,639,583円 1,227,497,060円 21,142,523円

総 合 計 37,787,032,192円 36,633,940,307円 1,153,091,885円

下水道事業会計　※令和元年度より公営企業会計に移行

収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 1,563,594,957円 1,302,021,011円

資 本 的 収 支 380,654,720円 983,427,561円
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９
％
の
減
。
歳
出
決
算
は
65

億
４
７
８
０
万
１
６
８
８
円
、

前
年
度
比
１
・
６
％
の
減
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
２
億

５
０
６
２
万
６
６
７
０
円
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
３
回
を
加
え
、
45
億

５
３
７
１
万
５
千
円
。
歳
入

決
算
は
43
億
８
０
９
０
万
２

７
０
４
円
、
前
年
度
比
２
・

７
％
の
増
。
歳
出
決
算
は
41

億
７
９
７
２
万
３
３
４
３
円
、

前
年
度
比
２
・
７
％
の
増
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
２
億

１
１
７
万
９
３
６
１
円
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
、
12
億

５
５
２
５
万
２
千
円
。
歳
入

決
算
は
12
億
４
８
６
３
万
９

５
８
３
円
、
前
年
度
比
２
・

８
％
の
増
。
歳
出
決
算
は
12

億
２
７
４
９
万
７
０
６
０
円
、

前
年
度
比
２
・
２
％
の
増
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
２
１

１
４
万
２
５
２
３
円
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

収
入
決
算
は
15
億
６
３
５
９

万
４
９
５
７
円
、
支
出
決
算

は
13
億
２
０
２
万
１
０
１
１

円
。
資
本
的
収
入
及
び
支
出

の
収
入
決
算
は
、
３
億
８
０

６
５
万
４
７
２
０
円
、
支
出

決
算
は
、
９
億
８
３
４
２
万

７
５
６
１
円
。

　
令
和
元
年
度
よ
り
公
営
企

　
地
方
公
営
企
業
法
第
32
条 

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
元
年
度
の
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
に
お
い
て

生
じ
た
未
処
分
利
益
剰
余
金

を
処
分
す
る
も
の
。

●
福
生
第
三
小
学
校
防
音
機

能
復
旧（
復
機
）工
事（
空

調
設
備
）請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
夏
季

休
業
期
間
中
の
工
事
が
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
工

期
を
変
更
す
る
た
め
、
福
生

市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
流
行
を
見
据
え
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢

者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
時
の
実
費
負
担
を
軽

減
す
る
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
５
１

１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
３

２
４
億
４
４
４
９
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。

●
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
新
藤
美
知
子
氏
を
教
育

委
員
会
委
員
と
し
て
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
加
藤
眞
司
氏
を
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
竹
田
良
昭
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
野
島
憲
一

氏
を
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　
任
期
満
了
と
な
る
石
川
好

男
氏
を
、
引
き
続
き
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い

旨
を
答
申
す
る
も
の
。

※
意
見
書
は
１
面
に
掲
載

業
会
計
に
移
行
し
て
初
め
て

の
決
算
と
な
る
。
地
方
公
営

企
業
法
等
の
規
定
に
基
づ
く

新
た
な
決
算
書
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
と
決
算
体
系
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度

決
算
と
の
比
較
は
行
わ
な
い
。

●
防
災
行
政
無
線（
移
動
系
）

施
設
改
良
工
事（
そ
の
２
）

請
負
契
約

　

防
災
行
政
無
線
（
移
動

系
）
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現

在
の
ア
ナ
ロ
グ
系
無
線
か
ら

デ
ジ
タ
ル
系
無
線
へ
の
施
設

改
良
工
事
を
行
う
た
め
、
福

生
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２

条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
日
光
橋
公
園
外
１
公
園
改

修
工
事
請
負
契
約

　
日
光
橋
公
園
及
び
み
ず
く

ら
い
ど
公
園
の
整
備
工
事
を

行
う
た
め
、
福
生
市
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
同
意
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
（
移
動

系
）
の
老
朽
化
に
伴
い
、
ア

ナ
ロ
グ
系
無
線
か
ら
デ
ジ
タ

ル
系
無
線
へ
の
更
新
の
た
め

の
備
品
取
得
を
行
う
こ
と
か

ら
、
福
生
市
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
議
決
に
付
す
も
の
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

●
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
延
滞
金
の
割
合
の
特

例
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

●
福
生
市
学
校
給
食
運
営
基

金
条
例

　
学
校
給
食
に
お
け
る
給
食

用
物
資
の
確
保
に
要
す
る
資

金
に
充
当
す
る
た
め
の
基
金

を
設
置
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
事
業
者
向

け
感
染
症
対
策
支
援
事
業
の

実
施
、
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
市
税
等
の
減
収
対
策
と
し

て
の
事
業
の
中
止
・
延
期
及

び
契
約
額
の
確
定
に
伴
う
減

額
、
ま
た
、
令
和
元
年
台
風

第
19
号
被
害
に
係
る
追
加
工

事
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
７
億
７
７
４
２
万
３

千
円
を
追
加
し
、
３
２
４
億

１
９
３
８
万
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　
令
和
元
年
度
決
算
に
伴
う
、

繰
越
金
並
び
に
保
険
給
付
費

等
交
付
金
の
精
算
等
に
当
た

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
０
６
２

万
５
千
円
を
追
加
し
、
69
億

５
４
５
５
万
８
千
円
と
す
る

も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
令
和
元
年
度
の
介
護
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
う
、
介
護

保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
精
算
に
当
た
り
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
２
億
１
０
８
３
万
９
千
円

を
追
加
し
、
47
億
１
５
２
６

万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
９
回
を
加
え
、
２
５

７
億
１
０
０
５
万
６
千
円
。

歳
入
決
算
は
２
５
３
億
５
９

０
６
万
１
５
４
７
円
、
前
年

度
比
１
・
６
％
の
増
。
歳
出

決
算
は
２
４
６
億
７
８
９
１

万
８
２
１
６
円
、
前
年
度
比

０
・
７
％
の
増
。
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
６
億
８
０
１
４

万
３
３
３
１
円
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
、
71
億

４
５
３
９
万
２
千
円
。
歳
入

決
算
は
67
億
９
８
４
２
万
８

３
５
８
円
、
前
年
度
比
１
・

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

▲

福
生
市
感
染
症
対
策
継
続

支
援
事
業
ス
テ
ッ
カ
ー

陳
　
情

　

結
論
の
付
い
た
陳
情

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
福
生
団
地
自
治
会
を

空
き
缶
資
源
回
収
実
施

団
体
か
ら
外
し
、
許
可

の
取
消
し
を
求
め
る
陳

情
書
（
２-

３
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

本
陳
情
に
つ
い
て
は
、

陳
情
者
の
意
見
も
考
慮

し
た
が
、
市
で
は
条
例

や
規
則
等
に
対
す
る
違

反
の
認
識
は
な
く
、
当

該
団
体
を
資
源
回
収
実

施
団
体
か
ら
外
す
の
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
意

に
沿
い
難
い
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
に
市
の
財
政
力

を
十
分
に
活
用
し
て
い
な
い

こ
と
。
少
子
化
、
人
口
減
少

に
対
し
有
効
な
対
策
を
行

え
な
か
っ
た
こ
と
。
福
祉
バ

ス
を
市
民
誰
も
が
乗
れ
る

市
内
循
環
バ
ス
に
発
展
さ

せ
る
検
討
が
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
。
横
田
基
地
へ
の
対
応

な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

福
生
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
取
り
組
み
、

子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
人
口
減
少
対
策
、

生
活
困
窮
者
へ
の
相
談
体

制
の
充
実
、
応
急
医
療
体

制
の
強
化
、
多
文
化
共
生

や
多
言
語
対
応
の
取
り
組

み
、
教
育
分
野
に
お
け
る

施
策
の
充
実
な
ど
、
福
生

市
総
合
計
画
及
び
教
育
振

興
基
本
計
画
の
確
実
な
推

進
が
図
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
下
で
主
要
財
源
で
あ

る
市
税
収
納
額
を
落
と
さ

な
か
っ
た
こ
と
は
早
期
の
収

納
努
力
の
結
果
と
評
価
す

る
。
行
政
コ
ス
ト
計
算
活
用

か
ら
使
用
料
・
手
数
料
の

見
直
し
に
よ
る
歳
入
確
保
、

各
施
設
の
新
電
力
切
り
替

え
に
よ
る
歳
出
削
減
、
教

育
施
策
の
充
実
等
、
職
員
一

丸
と
な
り
努
力
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
多
岐
に
わ
た

る
事
業
に
つ
い
て
確
認
し

た
。
特
に
注
目
し
た
事
業

は
、
個
別
施
設
計
画
策
定

の
た
め
の
地
域
懇
談
会
で
、

市
民
の
声
を
聞
く
場
や
市

民
交
流
の
場
を
つ
く
っ
た
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
評

価
す
る
。
ま
た
、
教
育
に
つ

い
て
も
、
児
童
・
生
徒
一
人

一
人
を
大
切
に
す
る
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

扶
助
費
が
決
算
全
体
に

占
め
る
割
合
は
平
成
30
年

度
と
比
べ
て
０・７
％
増
え

て
お
り
、
市
民
の
暮
ら
し
が

豊
か
に
な
る
た
め
の
取
り
組

み
に
市
が
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、

教
育
関
係
で
は
、
不
登
校

の
解
消
や
い
じ
め
の
対
応
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成

す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等

に
対
し
て
も
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

●
福
生
団
地
自
治
会
を
空

き
缶
資
源
回
収
実
施
団
体

か
ら
外
し
、
許
可
の
取
消

し
を
求
め
る
陳
情
書

討　
論



　　　令和２年10月25日　　福生市議会だより　　No.221（7）

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 自民党福生 ネット 立憲民主党 議決結果
市　長　提　出　議　案
議案第47号 福生市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第48号 福生市学校給食運営基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第49号 令和２年度福生市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第50号 令和２年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第51号 令和２年度福生市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第52号 令和元年度福生市一般会計決算認定について ○ ○ × ○ ○ ○ 認定
議案第53号 令和元年度福生市国民健康保険特別会計決算認定について ○ ○ × ○ ○ ○ 認定
議案第54号 令和元年度福生市介護保険特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
議案第55号 令和元年度福生市後期高齢者医療特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
議案第56号 令和元年度福生市下水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
議案第57号 防災行政無線（移動系）施設改良工事（その２）請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第58号 日光橋公園外１公園改修工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第59号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第60号 令和元年度福生市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第61号 福生第三小学校防音機能復旧（復機）工事（空調設備）請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第62号 令和２年度福生市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第63号 福生市教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第64号 福生市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第65号 福生市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見聴取について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議ない

旨を答申

委　員　会　提　出　議　案
委員会提出議案第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） ネット：生活者ネットワーク
録画映像をご覧いただけます

３
か
月
分
と
、
す
で
に
受
給

さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
失
業

を
理
由
と
す
る
方
が
２
度
の

延
長
申
請
を
行
う
と
想
定
し

32
件
の
６
か
月
分
を
合
わ
せ

た
金
額
。

問　
休
日
診
療
事
業
の
給
付

金
10
万
円
の
支
給
対
象
は
。

答　
休
日
診
療
に
従
事
し
て

い
る
看
護
師
２
名
分
。
市
の

直
営
で
あ
る
た
め
、
代
理
申

請
し
た
も
の
。

◇
令
和
元
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
が
前
年
度
よ
り
６
・
６
％

も
向
上
し
て
い
る
が
、
新
た

な
取
り
組
み
は
。

答　
特
定
保
健
指
導
委
託
事

業
者
に
よ
る
医
療
機
関
向
け

の
説
明
会
の
実
施
。
健
診
結

果
の
見
方
な
ど
生
活
習
慣
に

関
す
る
講
座
の
開
催
会
場
を
、

１
施
設
か
ら
４
施
設
に
増
や

し
た
。

◇
令
和
元
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
受
講
者
の
、
そ
の
後

の
活
動
は
。

答　
出
前
講
座
な
ど
地
域
で

の
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
等

で
活
動
し
て
い
る
。
令
和
元

年
度
は
特
に
、
「
ふ
く
ふ
く

福
生
体
操
」
を
ツ
ー
ル
に
介

護
予
防
活
動
を
行
っ
た
。

問　
柔
道
整
復
師
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
託
料
が
前

年
度
よ
り
減
額
の
理
由
は
。

答　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
２
月
下
旬
か

ら
一
部
中
止
と
し
た
た
め
。

問　
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

処
分
の
有
無
に
よ
る
取
り
扱

い
の
違
い
は
。

答　
処
分
し
な
い
場
合
は
翌

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
、
欠
損

が
出
た
と
き
の
補
塡
財
源
と

な
る
。
減
債
積
立
金
の
積
み

立
て
と
し
て
処
分
す
る
場
合
、

企
業
債
の
償
還
に
充
当
で
き
、

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支

出
額
に
対
し
て
不
足
し
た
際

の
補
塡
財
源
と
な
る
。

　
９
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
７
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問　
今
回
の
改
正
で
延
滞
金

の
割
合
に
影
響
は
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
実
際
の
計
算
方

法
や
割
合
、
納
め
ら
れ
た
金

額
は
。

答　
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納

付
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、

滞
納
金
額
に
延
滞
金
の
割
合

を
乗
じ
て
計
算
す
る
。
令
和

２
年
中
の
延
滞
金
の
割
合
は
、

納
期
限
翌
日
か
ら
１
カ
月
が

２
・
６
％
、
そ
れ
以
降
が
８ 

・
９
％
。
令
和
元
年
度
の
延

滞
金
は
、
23
万
７
千
９
百
円
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
生
活
困
窮
者
支
援
事
業

の
住
居
確
保
給
付
金
１
５
９

０
万
１
千
円
の
算
出
根
拠
は
。

答　
７
月
29
日
現
在
で
申
請

を
検
討
し
て
い
る
方
41
件
の

問　
ほ
た
る
公
園
改
良
工
事

の
詳
細
は
。

答　
せ
せ
ら
ぎ
通
り
に
面
し

た
正
面
入
り
口
の
両
脇
に
あ

る
木
柵
、
車
止
め
と
小
川
に

か
か
る
木
道
を
撤
去
し
、
多

摩
産
材
を
使
用
し
た
も
の
を

新
た
に
設
置
す
る
。

問　
中
止
と
な
っ
た
環
境
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
実
施
予
定

で
あ
っ
た
事
業
の
代
替
実
施

は
。

答　
環
境
課
窓
口
前
に
て
食

品
ロ
ス
削
減
の
パ
ネ
ル
展
示
、

庁
舎
１
階
の
郵
便
局
側
入
り

口
に
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
及

び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減

の
パ
ネ
ル
展
示
及
び
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
す
る
。

◇
令
和
元
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

問　
公
営
企
業
会
計
移
行
後

初
年
度
で
あ
る
本
決
算
の
成

果
は
。

答　
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
、

複
式
簿
記
の
導
入
に
よ
り
、

自
ら
の
経
営
状
況
や
施
設
の

老
朽
化
等
を
的
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
と
の
比

較
が
可
能
と
な
り
、
本
市
の

強
み
、
弱
み
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
向
上
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◇
令
和
元
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰

余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
９
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
陳
情
１
件
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
６
号)

(

建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

問　
外
来
生
物
防
除
委
託
料

の
増
額
の
理
由
は
。

答　
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ

シ
ン
防
除
に
お
い
て
、
積
極

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
当
初

見
込
み
40
頭
に
対
し
現
在
43

頭
捕
獲
さ
れ
た
た
め
、
過
去

２
年
の
捕
獲
実
績
な
ど
か
ら

70
頭
分
を
見
込
ん
で
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

問　
事
業
者
向
け
感
染
症
対

策
支
援
事
業
の
詳
細
は
。

答　
東
京
都
発
行
の
感
染
防

止
徹
底
宣
言
ス
テ
ッ
カ
ー
を

掲
示
し
、
商
工
会
に
よ
り
ス

テ
ッ
カ
ー
発
行
基
準
等
を
基

に
感
染
症
対
策
が
確
認
で
き

た
事
業
者
に
１
事
業
者
当
た

り
５
万
円
を
給
付
す
る
。

　
９
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
陳
情
１
件
は
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

◇
福
生
市
学
校
給
食
運
営
基

金
条
例

問　
給
食
費
の
基
金
積
み
立

て
等
に
関
す
る
今
後
の
取
り

扱
い
は
。

答　
保
護
者
等
か
ら
の
給
食

費
の
収
入
が
食
材
費
の
購
入

費
用
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

基
金
に
積
み
立
て
、
支
出
が

収
入
を
上
回
っ
た
場
合
に
は

基
金
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰

り
入
れ
を
行
う
。

◇
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　
車
両
管
理
事
務
で
、
予

定
し
て
い
た
公
用
車
の
買
い

替
え
３
台
を
１
台
に
変
更
す

る
が
問
題
は
な
い
の
か
。

答　
公
用
車
に
つ
い
て
は
、

使
用
年
数
や
走
行
距
離
等
を

勘
案
し
、
買
い
替
え
を
検
討

し
て
い
る
。
買
い
替
え
を
取

り
や
め
た
２
台
は
、
走
行
距

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

▲

ア
ラ
イ
グ
マ・ハ
ク
ビ
シ
ン
の

市
へ
の
目
撃
情
報
提
供
を
求
め

る
ポ
ス
タ
ー

▲介護予防リーダー養成講座の様子
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編

集

後

記

福
生
市
は
昭
和
45
年
７
月

１
日
に
市
制
施
行
と
な
り
、

今
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、「
福

生
市
制
施
行
50
周
年
記
念
」

と
い
う
冠
を
付
け
て
、
各
界

で
活
躍
す
る
市
民
の
皆
様
方

と
共
に
50
周
年
を
お
祝
い
す

る
、
今
年
は
そ
ん
な
１
年
に

な
る
は
ず
で
あ
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
、
延
期
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
生
七
夕
ま
つ
り

も
第
70
回
と
い
う
節
目
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
関
係
で
日
程
変
更
等
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も

中
止
と
な
り
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
１
年
間
の
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す

が
、
市
制
施
行
50
周
年
記
念

式
典
は
７
月
の
開
催
か
ら
延

期
と
な
り
、
12
月
19
日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
福
生
市
議
会
と
し

て
は
、
50
周
年
の
気
運
醸
成

を
図
る
と
い
う
意
味
で
、
今

号
の
表
紙
で
は
50
周
年
記
念

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
た
市
議

会
議
員
全
員
の
集
合
写
真
を

掲
載
し
ま
し
た
。
12
月
の
記

念
式
典
に
向
け
て
、
市
民
の

皆
様
と
共
に
気
運
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
発
生
し
た
。
横
田
基
地
に

関
す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町

連
絡
協
議
会
か
ら
米
軍
及
び

国
に
対
し
て
、
原
因
究
明
、

再
発
防
止
、
関
係
自
治
体
へ

の
情
報
提
供
等
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
市
単
独
で
も
、
７
月

13
日
に
米
軍
及
び
国
に
対
し

て
強
く
抗
議
し
た
。

④
陸
上
自
衛
隊
第
１
空
挺
団

の
人
員
に
よ
る
米
空
軍
機
か

ら
の
降
下
訓
練
が
、
７
月
８

日
・
９
日
に
宮
城
県
の
王
城

寺
原
演
習
場
で
、
８
月
31

日
・
９
月
１
日
に
北
海
道
大

演
習
場
で
、
９
月
14
日
・
15

日
に
習
志
野
演
習
場
で
行
わ

れ
、
訓
練
に
横
田
基
地
所
属

の
Ｃ-

１
３
０
Ｊ
輸
送
機
が

参
加
し
た
。

⑤
７
月
17
日
に
奥
多
摩
町
内

に
お
い
て
横
田
基
地
に
所
属

す
る
軍
属
が
、
７
月
26
日
に

立
川
市
内
に
お
い
て
横
田
基

地
に
所
属
す
る
空
軍
兵
４
名

が
、
飲
酒
運
転
に
よ
り
事
故

を
起
こ
し
た
。

⑥
８
月
３
日
か
ら
５
日
に
、

サ
ム
ラ
イ
即
応
監
査
と
い
う
、

有
事
に
お
け
る
即
応
態
勢
の

維
持
強
化
の
た
め
の
訓
練
が

行
わ
れ
た
。

⑦
瑞
穂
町
内
で
昨
年
12
月
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｖ-

22

オ
ス
プ
レ
イ
の
施
設
整
備
に

関
連
し
た
工
事
車
両
用
の
ゲ

ー
ト
の
設
置
工
事
が
完
了
し

た
。

２　

国
有
提
供
施
設
等
所

在
市
町
村
助
成
交
付
金
等

に
関
す
る
要
望
つ
い
て

　
例
年
実
施
し
て
い
る
総
務

省
へ
の
要
望
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　
要
望
事
項
は
、
国
有
提
供

施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交

付
金
及
び
施
設
等
所
在
市
町

村
調
整
交
付
金
の
増
額
、
対

象
資
産
の
範
囲
の
拡
大
・
拡

充
な
ど
、
全
４
項
目
で
す
。

離
が
10
万
㎞
未
満
で
、
現
時

点
で
支
障
が
出
て
お
ら
ず
今

年
度
に
つ
い
て
は
見
送
る
。

問　
市
長
車
等
19
台
に
設
置

す
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
仕
様
は
。

答　
記
録
の
解
像
度
は
２
０

０
万
画
素
、
記
録
方
式
は
、

エ
ン
ジ
ン
始
動
と
と
も
に
録

画
を
開
始
す
る
常
時
録
画
方

式
で
、
１
フ
ァ
イ
ル
約
１
分

毎
に
保
存
さ
れ
る
。
記
録
媒

体
は
マ
イ
ク
ロ
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
。

問　
市
営
プ
ー
ル
管
理
運
営

事
業
で
指
定
管
理
委
託
料
減

額
後
の
委
託
料
内
訳
は
。

答　
令
和
２
年
度
は
プ
ー
ル

の
開
場
を
中
止
と
し
た
が
、

事
前
準
備
や
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
の
た
め
に
最
低
限

必
要
な
経
費
で
、
人
件
費
、

光
熱
水
費
、
機
械
警
備
、
循

環
装
置
保
守
等
の
業
務
委
託

費
、
修
繕
費
、
広
告
宣
伝
費

や
租
税
公
課
等
の
業
務
管
理

費
等
。

◇
防
災
行
政
無
線（
移
動
系
）

施
設
改
良
工
事（
そ
の
２
）請

負
契
約

問　
事
業
の
概
要
は
。

答　
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

４
年
度
に
か
け
て
中
継
局
１

カ
所
、
移
動
局
の
可
搬
型
無

線
機
29
台
の
設
置
工
事
。
中

継
局
は
二
小
に
設
置
し
、
市

の
南
側
の
無
線
通
信
状
況
を

補
う
。
可
搬
型
無
線
機
は
各

小
・
中
学
校
を
は
じ
め
避
難

所
と
な
る
施
設
や
、
災
害
対

応
で
活
用
す
る
施
設
29
カ
所

に
設
置
。

◇
日
光
橋
公
園
外
１
公
園
改

修
工
事
請
負
契
約

問　
希
少
植
物
の
保
護
等
、

自
然
を
守
り
な
が
ら
工
事
を

進
め
る
こ
と
へ
の
受
注
業
者

の
理
解
は
。

答　
設
計
図
書
等
に
み
ず
く

ら
い
ど
公
園
の
史
跡
に
影
響

が
な
い
よ
う
、
ま
た
植
物
へ

の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
よ

う
施
工
す
る
こ
と
、
希
少
植

物
の
周
辺
で
は
作
業
し
な
い

こ
と
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

契
約
が
確
定
し
た
ら
、
受
注

者
に
対
し
再
度
、
史
跡
、
希

少
植
物
に
つ
い
て
の
重
要
性

を
理
解
し
た
上
で
の
施
工
を

指
導
す
る
。

問　
今
後
の
工
事
に
関
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
11
月
初
旬
ま
で
に
は
、

工
事
説
明
会
を
開
催
。
令
和

３
年
度
末
の
竣
工
を
目
指
す
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
、
閉
会
中
も
含
め
５
回
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　
６
月
12
日
か
ら
９
月
16
日

ま
で
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
横
田
基
地
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
生
に
つ
い
て
は
、
横
田
基

地
で
陽
性
者
が
発
生
す
る
都

度
、
横
田
基
地
広
報
部
か
ら

防
衛
省
北
関
東
防
衛
局
を
通

じ
て
情
報
提
供
を
受
け
て
い

る
。
６
月
16
日
か
ら
直
近
の

９
月
２
日
ま
で
に
16
回
の
情

報
提
供
が
あ
り
、
９
月
２
日

時
点
で
は
、
症
状
の
あ
る
人

数
は
３
名
、
感
染
者
の
累
計

は
19
名
で
あ
る
。

②
６
月
16
日
に
、
横
田
基
地

所
属
の
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
が
部
品
を
遺
失
し
た
。

③
６
月
17
日
か
ら
６
月
26
日
、

６
月
29
日
か
ら
７
月
２
日
、

７
月
７
日
、
８
月
24
日
か
ら

８
月
28
日
及
び
８
月
31
日
に
、

人
員
降
下
訓
練
が
実
施
さ
れ

た
。
訓
練
中
、
７
月
２
日
に

立
川
市
内
に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

の
備
品
が
落
下
す
る
事
故
が

発
生
し
た
。
ま
た
、
７
月
７

日
に
市
内
の
牛
浜
駅
西
口
自

転
車
駐
車
場
付
近
に
フ
ィ
ン

（
足
ヒ
レ
）が
落
下
す
る
事
故

議
会
運
営
委
員
会

▲横田基地対策特別委員会の様子

▲改修工事を実施する日光橋公園

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る
福生市議会の対応

　令和2年第３回定例会より、新型コロナウイルス感染症への対策を講じながら
傍聴の受け入れを再開しました。ご協力をいただきました市民の皆様に、感謝申
し上げます。

感染症拡大防止のため、日程を短縮しました
・一般質問の上限時間を短縮しました（60分→30分）
・決算審査特別委員会の日程を短縮しました（4日間→3日間）

感染症対策を講じました
・各階に消毒液を設置しました
・発言中も原則としてマスクを着用することとしました
・議場及び委員会室の窓や出入口を開放し換気に努めました
・職員の出席を最小限にとどめました

対策を徹底し、傍聴の受け入れを再開しました
・マスク着用、手指消毒にご協力をいただきました
・傍聴受付時の体調確認及び非接触型体温計による検温にご協力をいただきました
・傍聴席の間隔を空けるため、議場の一般傍聴席を15席に削減しました（通常は
46席）
・傍聴席及び筆記具等の消毒を行いました
・インターネット中継及び多摩ケーブルネットワークの放映をご活用いただくよう
ご案内しました

議会改革に関する協議会から ～新たな取り組み～

　今後も、より良い福生市議会を目指し、全議員で議会改革に関する様々
な事項について協議していきます。

『福生市議会災害対応方針』に基づく
訓練を実施

　福生市議会では、福生市において大地震等の大規模災害が発生した際
に、災害対応方針に基づき、迅速かつ適切な対応を図るため、年に数回
の訓練を実施することとしています。
　８月 30日から９月５日の防災週間の際に、災害用伝言ダイヤル（171）
及び災害用伝言掲示板（web171）の体験訓練を実施しました。

Facebook TwitterSNSで議会の情報を
発信しています!


